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スポット尿中のナトリウム・カリウム排泄状況と栄養素等摂取量・食品群摂取呈の関連：

NIPPON DATA2010 ー尿中ナトリウム・カリウム排泄と栄養摂取状況調査成綾一

【目的】

スポット尿から推定した24時間尿中のナトリウム (Na) ・カリウム(K)排泄量と食事記録法

により求められた栄蓑素等摂取品や食品群摂取星の関連を検討する。

【方法】

平成22 年国民健康・栄益調査および NIPPONDATA2010 の参加者から、重篤な循探器疾患、

瞥臓病または瞥機能低下と指摘された者および高血圧、 糖尿病、 脂質異常症の治療中の者 を除い

た男性581人、 女性923人を対象とした。 性別に推定24時間尿中の Na とKの排泄蘊の中央値

で多／少を組み合わせた4群間で栄養素等摂取量と食品群別摂取量を比較した。

【結果】

尿中への K 排泄星が多く Na 排泄星が少ない 群（尿中k多 Na 少群；①群）は， 食事中 Na/K

比が女性で最も低く、 男女ともK摂取鼠， 乳類の摂取醤が尿中K少群より多かった。 尿中k多

Na 多群（②群）は男女とも K 摂取量が尿中 K 少群より多く、 女性で Naおよび演け物の摂取量

が尿中 Na 少群より多く、 野菜類摂取昼は尿中 K 少群より多かった。 尿中 K 少 Na 少群（③群）

は男女ともK摂取品が尿中k多群より少なかった。 尿中K少 Na 多群（④群）は女性で食事中

Na/K 比が最も裔く、 果実類の摂取星は 4 群の中で最も少なかった。

【考察】

尿は非侵製的に収集できる生体指標であり， Na と K の摂取鼠は大部分が尿中へ排泄され， Na

と K の尿中排泄猛と摂取品との間 に有意な正の相関が報告されている。今固得られた結果を合わ

せて考察すると、 国や地域の健康・栄養調査（集団を対象とした調査 ）においても、 一定の誤差を

容認した上でスボット尿中より Na や K の排泄昼や Na/K 比を推定することができ れば、 Na や

K の摂取状況やそれらの給与食品群との関係や血圧との関連について、 従来とは異なる視点から

68



69



70



71



72



73



74




